












ふ た っ の 肖 像
一 玉井 璋教授退官記念に寄せて 一
正 木 建 治
今は、英文科に逆風が吹きっけていることは英文学から疎遠になった私に








た。村上 ・山川 ・藤井の三代の英文科教授の言動に助手や同僚として付 き添
い、見守りながら、玉井さんはひそかに、旧態依然のアカデミズムの限界を
見抜いていたのではないか。英文科が逆風に抗 して生 き抜 くために、時代に
ふさわ しい英文学教育を実践 し、英文科の堅牢な土台を構築する必要性を切
実に感 じていたのではないか。だか ら、伝統的なアカデ ミズムの世界に安住



















から進学 してきた玉井 璋さんと出会 った。玉井さんがオスカー ・ワイル ド




玉井さんはワイル ドを出発点とし、アーサー ・シモンズ、 ウォルター ・ペ
イターといった世紀末の文人を経てやがてアーノルドへと時間軸を過去へ溯っ















庫で眠 っていた、1908年版の原書をすでに読み、 シモ ンズの論文を発表 し





アーサー・シモンズ 『文学における象徴主義運動』 として結実 し、府立大学
英語教室の研究誌 『英米文学』(23号1976年、24号1977年)に発表された。
結局この試みは、ふた りが府大か ら離れたために約半分を訳 した段階で頓挫
した。『英語青年』誌上で荒川龍彦氏が執筆された書評文のなかでこの共同
訳にも言及され、ぜひ完訳するようにと励まされたことは嬉 しい思い出であ
る。 まった く予想 もしないところで読まれていたことが嬉 しか ったのだ。
シモンズを介しての玉井 さんとの交遊はまだ先があった。玉井さんが和歌
山大学に、私が神戸商科大学に在籍 していたときに、 シモンズの 『象徴主義
運動』の教科書版(大 阪教育図書、1980)を編む機会に恵 まれた。翻訳が挫










し訳ないけれ ども、献本は何度か請求 したのに、一冊 も教室では使ったこと
がない。
教科書版の 「は しがき」 は、ふたりの名前が記 されているが、玉井さんが
単独で執筆 したものだ。玉井さんの論Xの 文体は緻密で端正な構えを崩す こ





シモンズのこの一種の気負いは、取 り上げた詩人の特質を高 く評価 してそ
の普遍性、重要性を強調するのとは裏腹に、彼の個人的気質の侵入を許 して








玉井 さん につ いて
三 浦 良 邦
月 日が経っのは早いもので、私が昭和44年4月 、大阪大学大学院文学研






















玉井 さん は温厚 で誠実 な人柄 であ り、 それ に加 えて リーダーと して の信念
と実行 力に富 んでお られる。 それが最 もよい形 で結実 したのが、 日本英文学
会 関西 支部 の設立 であ ると思 われる。関西支部 の設立 は画期的 な出来事 であ
り、関西 の英文学 関係者 が身近で発表 で きるよ うにな り、関西 の英文学会 の
発展 に多大 の貢献 が期 待される。
玉井 さん とは永 いお付 き合 いであるが、 ほ とん ど私 が一方 的にお世話 にな
るばか りで、 同級生は有難 い ものであ るとしみ じみ感 じてい る。私 は大学 で
はGeorgeOrwellを研究 したが、 修士で はAldousHuxleyを選 び、勤 めて も
いたので、準 備 に時間がかか り、修士論 文を書 くの に3年 かか った。私 が修
士3年 目に は、玉井 さん はすで に修 了 され、 文学部英文学の助 手を してお ら
れ、色 々ア ドバ イスを して いただ き有難か った。個人的 にも、私の結婚 披露
宴 に出席 して いただき、私 も玉井 さんの結婚披露宴 に和歌山の御坊 に招待 し
ていただい た。 また,玉 井 さん の博士号修得 の際 に も、読書会の メ ンバ ーな
どと共 にお祝 いの席 に出席 させ ていただ いた。
一緒 に仕事 をさせていただ く機会 は少なか ったが、 その少 ない中で私に とっ
て一 番感慨深 いのは、翻訳 『小説 と反復、7っ のイギ リス小説』(J・ヒ リス ・
ミラー著、英 宝社、1991)の出版で あ った。私 は、大阪大学 の言語文化部長
を してお られた齋 藤俊雄先生 が奈良教育大学 にお られた当時、 そ この学生で
あ り指導 を受 けた ご縁 で、大阪大学 の言語文化部 で何年 か英語 の非常勤講師
をさせていただ き、そ のおかげで玉井 さん との交 遊が深 ま り、玉井 さんが何
人かの先生 と してお られた批評書 の読書 会に私 も参加 させていただ くことに
な った。そ の時読んで お られた のが、J.HillisMillerのFictionandRepetition;
SevenEnglishNovels(HarvardUniversityPress,1982)であ った。
玉井 さんのは しが きを反復す るが、J・ ヒ リス ・ミラーは、 デ ィコンス ト
ラクシ ョン派 の批評家 と して、1970年代、80年代のアメ リカ英文学界 を リー
ドした批 評家の1人 であ り、 『小説 と反復』 は小 説の非均一性、異質性 を解




し批評家が1っ の解釈を提示するならば、彼 はテクス トのあるデータを使用
して他のデータを除外 していることになるだろう。その他の材料は彼が小説
にっいて述べたことと矛盾するかもしれない。別の批評家は異なったデータ
を使用 し,最初の批評家が使 ったものを無視 して,別の形を考えるだろ う」で
ある。 これは現実社会で日常的に見 られることであるが、自身の議論 の正当
性を強化するために、他の例を持ち出すが、 しか し、これ らの意見は総合的

































プライターと手書 きでするものが多 くて時間 もかかりました。阪大英文学会
は会員数 も少なく、また、英米文学 と英語学の棲み分 けも今 日ほど鮮明では





ですが、成田先生を団長に、玉井 さんと私が付 き添 いで3・4回生を引率す




にっいて語 り合 う者 もいたようで した。学部生にとっては、院生 ら先輩たち
か ら卒論などに関するア ドバイスを貰い、思わぬ収穫があったようで した。
今にして思えば、人生上でも学問上でも、先輩が後輩を指導するというシス
テムが うまく機能 していた古き良 き時代であったのかも知れません。ちなみ
に、玉井さんは泳ぎが達者で、島の周 りを泳いで一周されたこともあ りまし
た。私の経験か らすると 「櫓は3年、櫂は8年」と言われるほど難 しいはず
なのに、玉井さんは櫓のこぎ方をすぐにマスターされました。
玉井 さん は助手時代を終え和歌山大に移 りま したが、1983年に阪大文学
部に助教授 として帰 って来 られました。その後27年もの長 きに渡 り、英文






最後に、玉井さんのこれまでのご尽力に感謝 し、 ご功績に敬意を表す とと
もに、今後のご健康 とますますのご活躍を念 じております。
(龍谷大学名誉教授)
玉井君 にまっ わ る思、い出
加 藤 主 税
僕は玉井君の同期生 「メッチャ若い院生」
僕は昭和44(1969)年4月に修士課程(英 語学)に 入学 しました。英語
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学 は島田さん と僕 のふたりだけで、M2もDも すべて皆 さん修了 していま
した。その年英語学講座 は初 めてスタッフが全員揃ったのに、(毛利教授、




もDも 数名在籍 してお られ、にぎやかで、 うらやましかったですね。英文
Mlの6名 の うち、林君は途中で留学され、同年齢は玉井君と僕だけだ った
し、アパー トが近かったので、特に懇意にしてもらいました。そして何といっ
ても、ふたりとも童顔で貫禄がなかったので(失礼)、学内を歩いていると、










自宅待機 はその年ずっと続 きました。全員留年という噂が広がり、覚悟 し






















が毎 日6頃まで続きました。毎日授業が終わると、先生 も学生 も疲れきって、
皆で喫茶店 に行き、励まし合いました。1月から4月 までの3ヶ 月間で1年
分の授業をして、規程単位 とらなければなりません。開講科目が少な くて選
択の余地がな く、英語学 も英文学 もすべて受講 した記憶があります。5月進

















とか、京都嵐山とか、色々なところでの飲み会 とか。Dに なると、後輩 との















博士課程を出た後、僕 は愛知県の地元の家 から最 も近い(車 で10分位)




日本で唯一の占い師で大学教授 ということで、 マスコミに登場。 さらに
「死語」に 「現代語で古くさい語」 という定義を定着 させ、死語ブームの一
端を担いました。その後 「若者言葉」関係の本を数冊出 し、若者言葉評論家


















プの 『愚物列伝』だったが、われわれが四苦八苦 しなが ら読解を進めて、時
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には誤読が明 らかになった時も、氏はただ沈黙を守っておられたように思 う。
氏は寡黙の人だった。 しか し、 じっは気さくで快活な精神の持ち主である
ことをやがて知ることになった。 日常の経験か らもそうだ ったが、伊勢の英




は両先生の もとでのびのびと議論 し、勝手に読書会などを作 り、夏休みに長
野県白馬村で合宿なども行 ったりした。この自由さは、私には格別のものだっ
た。 というのも、その前の九大の時代 は、いわゆる70年安保闘争の激 しい
時で、2年問の修士課程のうち半分は大学紛争の中で授業 も開かれなかった
し、指導教授 の前川俊一先生はゲバル ト学生か ら暴行を受けられるという事









ていたのであろうか。 ともか くあの3年 間は、大げさにいえば英文学に改め
て入門 し直すという気持ちで過 ごした。私の同期には、安藤幸江さん、岡村





日本英文 学会 の折 にお会 い したが、 そ の特別 の機 会を得 たの は、1985年か
ら1年 間 ケ ンブリッジ大学へ在外研究で行 った時で ある。私 は、そ の何 年か
前 に レデ ィ ング大学で の英語研修 プログラムに参加 した時、 ケ ンブ リッジに
行 って、 スター ンの書 誌学者 のJ.C.T.Oates先生 に会 い、 作家 の一 次 資料
の実 際を教え ても らって いた。 その先生 との縁で私 はダー ウィ ン ・カ レッジ
のア ソウシエ ッ ト・メ ンバ ーと して家族 とともに滞在 した。
85年4月 か ら86年3月 までのケ ンブ リッジでの1年 間 は、今 で も記憶 に
鮮 やかに残 る特別 な時期であ る。私 はケ ンブ リッジ大学 図書館 のス ター ンの
一次 資料 を調 べ ることを中心に したが、やがて関連 資料 が他 のカ レ ッジ図書
館 に も存在す ることを知 り、 ジーザ ス ・カ レッジ、 トリニテ ィ ・カ レッジ、
セ ン ト ・ジ ョンズ ・カ レッジ、 キ ングズ ・カ レッジな どの主 だ った図書館 に
も出入 り した。18世紀 の刊行 本 を直 に手 にす る喜 び は一 入 の もの だ った。
学期 のあいだはい くっかの講義 を聴いたが、中で も印象的だ ったのは トニー ・
タナ ーの18世 紀作家論 であ った。 タナー は、 車椅子 の姿 だ った。 そ こにも
長 い物語 があ ることを誰 かか ら聞いた。
この時期多 くの人 との出会 いがあ った。 オー ッ先生 は もちろんの こと、 エ
マニ ュエノヒ・カ レッジの ブル ワー先生 が特別 にケ ンブ リッジの 日本人研究者
のために作 ったと聞いていた 日本人会 の人 々、 フィッツウイ リアム ・カ レッ
ジの付属牧師 のジ ョン ・マ ントル師、 スターン研究者 の ジェフ リー ・デイ氏、
F.R.リー ヴ ィスの弟子 であ った とい うデニス ・トンプ ソン氏、 リー ヴ ィス
とクイーニー夫妻 の ことを ゴシップが らみで話 して くれた隣人 のホ ワイ ト夫
人、 その他そ の他 であ る。英文科 の授業 を聴 いたのは、 タナーのほか、 ジリ
ァ ン ・ビア、 ジャネッ ト・トッ ド、 ク リス トフ ァー ・リックスなどで ある。
こ うした忙 しい毎 日だ ったが、時 には旅行 もした。 そのひとっが、 オ ック
スフォー ド行 きだ った。 そ してそのオ ックスフォー ドには玉井氏夫妻が お ら
れ たので ある。た しか誰か の車 に乗せ て もらって、 ケ ンブ リッジか ら何時間








玉井夫妻が、その後 ケンブリッジの私 どもを訪問して くれたのは有難かっ
た。 しかし私 どもがお二人に十分なおもてなしのお返 しが出来なかったのは、
今 もって申 し訳なかったと思う。

















玉井 さんが定年 だ とい う。 うそ一、 とい う気持 ちになるのだが、や は りそ
の事実 に変 わ りはない。玉井 さん と知 り合 ったのは、彼が文学部の助手 で私
が4年 の ときだ ったか ら、 も う40年 に もな るのだ。 ち ょっと信 じ られ な く
て ほん と うに、 うそ一、 とっぶや いて しま う。 なんだか あっという間 の こと
で まるで夢 のよ うだ。
私 は、当時 あま り大学院 に行 く気 に もな らな くて、 とい うよ り英語 の勉強
を して、それ で飯 を食 って い くとい うよ うな考え にもなれずに、 ぶ らぶ らし
ていた ときに、大学院 に行 くように しむ けて くれたのが玉井 さんだ った。 あ
る日、卒 論を書 くことにな ってふ らっと研究室を訪 れた ら、私 がデ フォーを
卒論 で扱 う ことを知 っていた玉井 さんが、TLSの最新号 を手 に して見 せて く
れて、 こんな本が 出て いるよと教 えて くれたのだ った。 デ フォーについて書
かれたJ.P.HunterのReluctantPilgrimだった。 当時の 『ロビンソ ン ・ク
ルー ソー』研 究の最先端で、 自分 の書 こうと していた こととぴ った り重 な っ
ていたので、 図書館 か ら借 りて、特 に一生懸命読んだ記憶がある。クルーソー
の宗教 的な側 面を重視 して、従来 の経 済人 クルー ソー とい う方 向を一変 した
研究 書だ った。 これが きか っけで、 卒論 と修論 を書 いて、 「クル ーソー論 」
をOLRに 載 せて いただいたので ある。 だか ら、 あ まりや る気が な くて、 そ
してオイル ・シ ョックとい う現在 と同 じよ うな不況 のさなか、 どう して これ
か らの人生 を送ろ うか と悩 んでいた私 の方 向を決 めて くれ たのだ った。私 の
人生 の進路に このよ うな大 きな影響をあたえて くれたのは、 このように、ちょっ
と した玉井 さんの好意 だったのである。以来、数限 りな くお世話 にな って現




















具の島でわいわいやって、私が例 によって一番酔 っ払 って、みんなの顰蹙を















そのあと私は防衛大学校に助手 として就職 したのだったが、 ときどき玉井
さんを中心とした5～6人 の研究会に出席のために大阪に戻 ってきていた。
後に翻訳されて世に出るヒリス ・ミラーの 『小説 と反復』などの理論書を読
んでいた。場所は前の玉井さんのお宅が多かったような気がする。それから、
玉井さんの和歌山の田舎のお宅にみんなでお邪魔 したこともあった。ぼんや
りとした記憶の霧の中で、大 きな農家の入口の門が浮かび上が って くる。そ
こで もお酒をごちそうになって、何人かで雑魚寝をするということになった
のだが、部屋のす ぐそとにあった用水の池のようなところか ら、カエルの大









してお疲れさまで した。お互いにこれか らも元気で頑張っていきま しょう。
(関東学院大学教授)
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玉 井 先 生




時の先生方の3人 が既に亡 くなられ、又、玉井さん以外は全て阪大を去 られ、
そして このたび、玉井 さんが阪大を去 られることに、感無量の思いがある。
当時は70年安保闘争の終わ りの頃、東大入試が中止 になった年で もあっ
た。英文科3回生は私が入って8人 と比較的少なめであった。学士入学で入っ
たので、知 った人が一人 もおらず、学内で一言も喋 らない日もあった当時、
玉井さんは不慣れな私 に控えめに、 しかし行 き届いたご指示をいただいたこ
とをよくおぼえている。英文科の3回生4回 生で、夏には、阪大の海の家が
ある、和具 にも泊まりがけで行った。退官の3年 前であった村上先生 も行か
れた。砂浜のない岩だ らけの海で泳ぎ、ボー トでなく和船の櫓をこいで(玉







泣 くとその後は誰 も真剣に批評をして くれない、お客さん扱いになるから、
と言われて、何 も知 らない私は少 し脅えたQし かし、村上先生、山川先生、
玉井さんは、間違 った りあやふやだった場合 には、必ずきちんと指摘はして
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くださるが、きわめて温厚、穏やかにであったので、私は泣 くことはなかっ

















もあるだろうし」と言 って下さった。思いもしなかった励ましに、私 は驚 き、
そして、自分の中にその可能性を探 ってみた。出来 るかどうか分からないが
頑張 ってみたい自分がいた。あのときチャンスを下さり、絶妙のタイ ミング
で背中を押 して くださった先生に感謝 している。それか らも、ご多忙をきわ
める玉井先生 は、私の書いたものを読んで、的確なア ドヴァイスを下さった。
私は、先生のご指導にっいていくべ く、必死になった。こうしろああしろと
細か く指摘するのではなく、 しか し先生の鋭いご指摘で、私は今回、自分の
研究を少 しパースペクティヴに見直せるようになったのではと思 う。6月 に、
新型 インフルエ ンザで大学は休講とな り、その代わりの補講で、1週間開始
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の遅れた夏休みには、夜明けの空が白むまで私はパソコンを打 った。 もたっ
きながら、 自分の表現力のなさを嘆きっっ、 しか し、久 しぶ りに論文に全力
投球出来る自分を感 じ、やりたいことはこれだという手応えを感 じることで、









私 は、誰 にでも簡単 に先生をっけて呼ぶよりも、同僚や先輩 は、○○ さん
の方が呼び方 としては好ましく思っている。 しか し、自分の学問の師は恐れ
多 くて、村上さん、藤井さんとは呼べない。助手として長 らく玉井さんと呼
ばせていただいた私だが、今、心か ら、玉井先生と呼べるのは、そういう先












き合 いは3年余 りに過ぎない。言 うまで もなく、玉井先生の授業に出席 した
こともない。また、当時は教養部と学部がかなり厳密に分かれていた。これ






















たことも懐か しい思い出である。わた しは文字通 りの雑用を少 しお手伝いし
たに過ぎないが、玉井先生は編集長として、出版社 との交渉、ニューズ ・レ
ターの作成等々、多方面にわたって大活躍された。わたしなら気が短いので
締切が過ぎるとす ぐに見切 り発車 して しまうところだが、玉井先生は、締切




















は出席 しているので、少 しは事情を知っているつもりだが、玉井先生 はきわ
めて困難な仕事をこなされた。









らは自由に、 いっまで も若々 しく、人生を楽 しんでいただきたい。
(立命館大学教授)
玉 井 璋 学 兄
米 本 弘 一
「学兄」 という言葉は、国語辞典によると 「学問上の先輩 ・友人に対する
敬称」である。私にとって玉井さんはまさに 「学問上の先輩」であり、私生










宿屋で暮 らしていたのである。下宿生同士の関係 は今 よりも濃密で、よく一
緒に酒を飲みなが ら議論をしたり、時には大騒ぎを したりしていた。そこで、
玉井さんもその友人の話に出て くる私たちのことをよ く知っていた。私たち
と言 うのは、 その年に英文科に入 った男子学生三人のことで、その男は私た
















英文学研究の手ほどきをしてくれることになった。 しか し、二 ヶ月もたたな
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いうちに玉井 さんは大阪府立大学に就職が決まり、助手を辞めることになっ










そ して、私が大学に就職 してか らしばらくして、結婚 しようかどうか迷 っ
ていた時も、玉井さんに相談 した。玉井さんは 「いろいろ考えても仕方ない
から、早 く身を固めた方がいい」と言って結婚を勧めて下さったのであるが、
その後の話の流れか ら、私 は事 もあろうに玉井さんに披露宴の司会をお願い
して しまったのである。これはよく考えてみると(と言 うか、よく考えな く
ても)大変失礼な話であり、本来な らば玉井 さんは賓客 として招待すべきで
あり、司会は友人か後輩に頼むべきであった。 しかし、玉井さんは即座 にホ
イホイと引き受けて下 さった。披露宴の最初 に玉井さんが 「新郎 とは先輩 ・
後輩の間柄でありまして」 と自己紹介をされたあと、藤井先生がスピーチに
・立たれ、「先ほど玉井君が先輩 ・後輩 と言 いましたが、米本君の方が後輩な
のでありますので、お間違えなきように」と、やんわりと皮肉を言われた時、
これはやはりまずかったと冷や汗が出たのを今でも覚えている。何 となく言










あった。 しか し、実際には、あれか ら三十数年の歳月が過ぎ去 ったのであり、
当然なが ら、玉井さんも私 もそれだけ歳をとってしまったのである。それで
もなお、先輩 ・後輩の間柄は変わることはな く、玉井さんはいっまでも私に
とって 「学兄」である。 これからもよろ しくお願いします。
(神戸大学教授)
誠 意 の 人
村 井 和 彦
私事か ら始めるのをお許 しいただきたい。玉井璋先生と私は八才 しか違わ



























ら 「玉井 さん」の名前が、そこはかとない敬意 とともに、口に上るのを何度
も聞かされていたのである。私が始めて玉井先生の顔を知 ったのは、山川鴻
三先生の退官記念論文集出版記念祝賀会であったと思 う。玉井先生の気配 り





として赴任された。念のために書き添えるが、 トトカルチ ョは成立 しなかっ
た。私は博士後期課程の三年目を迎えていた。それまで 「さん付け」で呼ん
でいた私だが、「これか らは先生 と呼ばせていただきます」 と宣言 した。オ
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れていた私 はほとんど大学に行かなかった。せ っかくの演習 も途中で挫折 し
たのではなかったか。私 の参加 した演習はシェリダンだったか もしれない。




























やるの も馬鹿 らしいので、一計を案 じて、「論文の書 き方」 を講義 してみよ
うと思いっいた。 しか し、考えてみれば 「論文の書 き方を教える」 とは傲慢
な話である。 こういうときは、権威に頼るに限る。 ご本人には無断で玉井先






あった。あいにく台風が直撃 し、異例の休講 となった。 これ幸いと私は先生
を誘い、開いているレス トランを探し出して半 日語 り合 う機会を得た。何を






の気配 りであろう。定年を指折 り数える年 になって、「この人の知己を得て








ができた。 その席にはふたりの先輩 も同席 していた。そのうち、酒癖の悪い
方の先輩が、「お前、玉井先生 はどんな人だと思う?」 とからみだ した。 ご
本人を前にして、口ごもっていると、その先輩 は 「いいか、玉井先生はな、
玉井先生はな、誠意の人なんだよ!」 と振り絞るように言 った。先輩は涙 ぐ
んでいたと思 う。
(九州大学教授)
